仕様書

1. 業務名
令和８年度下期熊本市営競輪開催補助等業務委託

2. 概要
この仕様書は、熊本競輪場で競輪を開催するにあたって、参加選手や参加選手の後援者から送付される横断幕の競輪場への掲示及び選手管理エリアに設置している暖房機器への給油作業の実施、また競輪開催時の選手が使用するリネン類の交換及び在庫管理業務、クリーニングの受け渡し・受け取り業務、熊本市営競輪開催時の選手宿舎受付等業務を行うにあたり必要な内容を示すものであり、業務委託実施にあたっては、下記事項を誠実に実行しなければならない。

3. 業務目的
参加選手や参加選手の後援者から送付される横断幕の競輪場への貼付け掲示、開催終了後回収・返送すること及び熊本競輪場で開催されるレースに出走する選手に開催期間中及び開催終了後、快適な環境を提供することを目的とする。

4. 履行場所
熊本競輪場及び委託者が指定する場所

5. 履行期間
契約締結日～令和９年（2027年）３月３１日

6. 業務内容
（1）横断幕掲示業務
①掲示
受託者は前検日までに競輪場へ届く出場選手の横断幕を、前検日に競輪場
施設に掲示を行う。不測の事態により前検日までに横断幕が競輪場へ届か
なかった場合や、競輪開催期間中に予期せぬ事態により横断幕の掲示又は
撤去の必要性が生じた場合は委託者と協議のうえ対応を行うこととする。

②撤去
競輪開催最終日またはその翌日に、掲示した横断幕を撤去する。
なお、撤去する横断幕は競輪場へ横断幕が届けられた状態に梱包し、作業
が完了した時点で委託者の確認を受けることとする。
撤去時に雨天もしくは雨天が予想される場合、横断幕の撤去の時期につい
て委託者と受託者で協議を行うものとする。
撤去時に横断幕が濡れている場合は、乾燥作業を行ったうえで梱包作業を
行うが、この場合の作業場所並びに追加作業については委託者と受託者で
協議を行うものとする。

・開催毎の想定参加選手数
	ＦⅡ（モーニング）7レース制
	49名

	ＦⅡ（ミッドナイト7）7レース制
	49名

	ＦⅡ（ミッドナイト9）9レース制
	63名

	ＦⅠ（デイ）12レース制
	84名



※業務予定開催数
ＦⅠ（デイ）：3開催
ＦⅡ（モーニング）：4開催
ＦⅡ（ミッドナイト）：5開催

（2）暖房機器への給油
受託者は競輪場内の選手管理棟前に委託者が設置した暖房機器へ灯油の給
油を行うこととする。給油の時期については前検日及び競輪開催期間中は
レース終了後とし、レース最終日の給油は行わないこととする。給油の頻
度については前検日及び競輪開催期間中、1日につき1回とする。灯油の
手配については委託者にて行う。
給油が必要な時期：11月～2月（9開催程度）

（3）国旗等掲揚・降納業務
競輪開催前に委託者が指定する場所から委託者が指定する国旗掲揚台に国
旗を運搬・掲揚し、開催終了後に国旗を降納し委託者が指定する場所に運
搬・収納する。
※業務予定数日・実施予定競走
ＧⅢ（デイ）：1開催
ＦⅠ（デイ）：3開催
ＦⅡ（モーニング）：4開催
ＦⅡ（ミッドナイト）：5開催


（4）リネン交換業務
選手宿舎及び選手宿舎各居室内及びJKA管直室に設置してある寝具のリネ
ン類交換（開催前リネンセット・開催終了後JKA管直室分の取り外し）
1 開催前リネンセット
作業は前検日前日に実施する。
JKAより送付される選手部屋割を基に、宿舎各部屋及びJKA管直室に必
要な数量のリネン類を設置する。
なお、JKA管直室には開催日数＋１日分のリネン類を別途設置する。
各部屋のマットレスが必要設置数に対して不足する場合は、空き部屋から
運搬し設置すること。
リネン類のうち、館内着・浴衣・帯の設置場所については、委託者と協議　　
を行い決定するもの。
リネン類設置後には必要数が正しく設置されているか、各部屋を巡回し確
認を行うこと。
毛布についても、必要数が各居室に設置されているか確認を行う。毛布を
必要とする時期については、別途委託者より指示を行う。

〇リネン内訳
シーツ
掛け布団カバー
枕カバー
浴衣・帯・寝着
館内着
※交換用リネン類は各階のリネン室に保管
〇開催毎のセット数
ＦⅡ（モーニング）：約55セット
ＦⅡ（ミッドナイト7）：約55セット
ＦⅡ（ミッドナイト9）：約70セット
ＦⅠ：約90セット
ＧⅢ：約120セット
※業務予定数日・実施予定競走
ＧⅢ（デイ）：1開催
ＦⅠ（デイ）：3開催
ＦⅡ（モーニング）：4開催
ＦⅡ（ミッドナイト）：5開催
2 開催終了後
設置されているリネン類は宿舎内清掃業者により取り外しが行われロビーに置かれる。
JKA管直室のリネンについては受託者にて取り外しを行う。
作業時期については、受託者と宿舎内清掃業者にて調整を行い決定する。
次開催までには作業を完了すること。

（5）クリーニング対応業務
選手宿舎にて使用したリネン類及び開催時に使用した防寒着について、ク
リーニング業者への受け渡し及びクリーニング完了後の受け取り、宿舎リ
ネン室への格納。
また、毛布及び掛布団おいてはシーズンに応じてクリーニングへ受け渡
し、クリーニング完了後受け取り、委託者が指定する場所へ格納する。
①クリーニング受け渡し・受け取り
開催終了後、宿舎内清掃業者が清掃を行う際、各部屋に設置されているリ
ネン類を取り外し、各階ロビーに置くため、帯以外は種類毎に分け、各10
枚ずつ袋詰めを行う。帯は畳んだのちにリネン室へ収納。（枕カバーについ
てはすべて１袋にまとめて詰める。この時点で修復不可能な汚損・破損を
発見した場合は委託者へ報告を行い、委託者の指示に基づき作業を行うこ
と。）防寒着については、熊本競輪場管理棟まで集荷にくること。また、選
手が使用した浴衣が管理棟に残されている場合もあるため、併せて集荷に
くること。
リネン類の袋詰め作業実施時期の目安は清掃業者の清掃作業完了後～次開
催２日前までとする。清掃作業完了時期については、受託業者から清掃業
者へ聞き取りを行う等して調整を行う。
クリーニングの受け渡し日・受け取り日は、⑦本場開催時の宿舎の受付
業務中も可能とする。ただし選手が宿舎にいない時間帯に限る。
受託者と清掃業者で連絡調整を行い、受け渡し・受け取り時期を検討する
こと。開催頻度が多い時期や次開催時で必要とするリネン類の不足が見込
まれる場合は、委託者と協議の上、臨時的に作業を行うこと。
クリーニング済のリネン類を受け取り後、熊本競輪場宿舎内のリネン室へ
格納する。
クリーニングの発注先については委託者と協議の上決定すること。
クリーニングより受け取った見積書、納品書、請求書については、速やか
に競輪事務所担当者へ手渡すこと。クリーニング費用は委託者が支払う。
次開催においてリネン類の不足が発生することのないよう在庫数の管理を
徹底すること。
クリーニングについて、１開催分を1単位とする。臨時的に２回以上に分
けて、受け渡しや受け取りを行った場合においても１開催分として計上す
るもの。

2 宿舎内リネン室の在庫管理
宿舎内で使用しているリネン類について在庫数管理を行うこと。
次開催で使用するリネン類が不足することがないように開催日程を適宜確認すること。不足が見込まれる場合は、受託者がクリーニング店と日程調整を行い、臨時的にクリーニングへの持ち込み及び受け取りを行うこと。
クリーニングの発注先については委託者と協議の上決定すること。
クリーニングより受け取った見積書、納品書、請求書については、速やか
に競輪事務所担当者へ手渡すこと。クリーニング費用は委託者が支払う。
クリーニング時に使用する袋について在庫数が少なくなった場合は競輪事務所担当者へ連絡を入れること。
必要に応じて、リネン室内の整理及び新品のリネン類の開封作業を行う。作業時に発生した廃棄物については、委託者が指定する場所へ運搬する。

※業務予定数日・実施予定競走
ＧⅢ（デイ）：1開催
ＦⅠ（デイ）：3開催
ＦⅡ（モーニング）：4開催
ＦⅡ（ミッドナイト）：5開催


（6）本場開催時の宿舎の受付業務（デイ・モーニング）
本場開催時間中、管直室へ待機し、宿舎への納品対応・補充選手発生
時のリネン類設置を行う。
〇デイ開催　※開催１・２日目のみ業務発生
・勤務時間：概ね午前８時３０分～補充対応の要否が決定するまで（概ね
１７時）
〇モーニング開催　※開催１・２日目のみ業務発生
・勤務時間：概ね午前６時００分～選手移送バス第１便の宿舎到着後ＪＫ
Ａ職員と交代するまで（概ね１２時）
※下期予定開催数
・FⅡ（モーニング）：4開催
・FⅠ（デイ）：3開催
・GⅢ（デイ）：1開催

（7）本場開催最終日終了後の宿舎後泊者対応業務（ミッドナイト）
宿舎管直室へ待機し、宿舎への納品対応及び宿舎門の閉門・開門、選手及
びＪＫＡが手配する選手用タクシーへの対応、ほか宿舎内対応を行う。
・勤務時間：概ね午後９時～宿舎チェックアウト時刻まで（概ね翌午前１
１時）
宿舎の施錠・開錠について、鍵・セキュリティカードは業務前日～業務当
日の間（競輪事務所開業時間内）に、委託者が指定する場所へ受け取りに
くることとし、業務終了後、速やかに委託者が指定する場所へ返還するも
の。
宿舎の閉門・開門の時間については委託者と協議を行い決定するもの。
※下期予定開催数
・FⅡ（ミッドナイト）：5開催

7.安全作業
受託者は、業務を実施するにあたり関係法規を遵守して、常に事故の未然防止を
心掛け作業に努めなければならない。

8.その他
（1） 業務遂行中は、職務に専念して事故の無いよう心掛けること。
（2） 服装言語等に十分注意すること。
（3） 事務所より預かる鍵等は紛失することが無いよう厳しく管理すること。
（4） 業務について必要に応じて事前に説明や研修を行う場合があるが、費用について契約金額に含むものとする。
（5） その他業務について担当職員から特に指示があった場合は、協議して定めるものとする。
（6） 競輪開催の有無にかかわらず管理区域へ立ち入る場合は事前に委託者へ報告し許可を得ること。
（7） この仕様書に定めのないものについては、その都度協議するものとする。
（8） 熊本競輪場で発売する開催の車券の購入は禁止とする。
（9） 開催期間中、指定されたエリア以外での電子機器の使用は禁止とする。
